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ｂと呼ぶ．マイクロスケール a（第 1図 a）での
サンプリングは，主に鉛直方向のデータを充実さ
せることを目的とし，筑波大学陸域環境研究セン
タ （ー以下ＴＥＲＣ）の草地タワ （ー3高度：1 m，
12 m，および 30 m），松林タワ （ー2高度 : 1 mお




















































































番号 日　付 開始時刻 終了時刻
1 2004年 4月 16日 11:30 13:00
2 4月 16日 14:30 16:00
3 4月 26日 14:00 16:00
4 6月 10日 14:00 15:30
5 6月 14日 15:00 16:30
6 6月 24日 14:30 16:00
7 7月 1日 14:00 15:00
8 7月 19日 12:00 13:30
9 7月 22日 11:00 12:00
10 7月 22日 12:00 13:00
11 7月 26日 11:00 12:00
12 7月 26日 12:00 13:00
13 8月 6日 11:00 12:00
14 8月 6日 12:00 13:00













































































る δDF値よりはむしろ 30 mの水蒸気の δD値に近
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